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1．はじめに 

白石市を南北に縦断する東北縦貫自動車道(以下、「東北道」という。)は、市北部に白石インター

チェンジ(以下、「白石 IC」という。)が開通当初から設置され、企業進出や沿線企業の活動により、

地域経済の発展と地方創生に大きな役割を果たしてきた。 

近年の高速道路ネットワークの延伸、接続等により、その重要性が増大する中、その効果を白石市

民がより高く、効果的に享受可能とするよう、白石市中心部南に(仮称)白石中央スマートインターチ

ェンジ(以下、「(仮称)白石中央 SIC」という。)が令和 2 年度に事業化された。 

本計画は、（仮称）白石中央 SIC の整備効果を最大限に発揮するための周辺整備の方向性や土地活

用の可能性を検証し、評価の高い優良な先進事例を踏まえて、本地域の地域活性化に有効な施設・規

模を抽出し、その事業手法や事業スケジュールについて整理するとともに（仮称）白石中央 SIC 周

辺整備の基本計画を策定することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

図 1-1-2 高速交通網における優位性 図 1-1-1 (仮称)白石中央 SIC 位置図 
資料：国土地理院地図を加工して作成 資料：白石市都市計画図を加工して作成 
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2．前提条件の整理 

2-1．上位関連計画の整理 

白石市における上位計画での位置づけや（仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書等

の関連計画を整理し、本事業に求められる役割・機能について整理した。 

 

（1）第六次白石市総合計画 

 

策定年月 令和 3年 4月策定 

計画期間 令和 3年度～令和 12 年度 

重点戦略 

重点戦略 1：次代を担う子ども輝き戦略 

重点戦略 2：住民主体の地域づくり戦略 

重点戦略 3：まちの魅力づくり戦略 

重点戦略 4：輝く未来地図戦略 

 〇災害時における安定的な輸送の確保 

 〇防災力の強化 

 〇観光振興・賑わいの創出 

 〇企業支援及び新規企業誘致による働く場の創出 

 〇未来につなぐ新しい価値の創造拠点形成 

関連する 

計画内容 

分野目標 1：人・文化を育む 

1-3 生涯学習・スポーツの振興 

1-3-3 SIC の周辺に市民の健康づくりや生涯スポーツ振興のための施設の整備を検討

します。 

分野目標 4：安全・安心を守る 

4-1 防災・減災対策の充実 

4-1-4 SIC の周辺に防災機能の充実を図り、防災力強化を推進するため、災害時にお

ける一時避難や災害復旧活動の機能を兼ね備える施設の整備を検討します。 

分野目標 5：活力・賑わいを創る 

5-2 商工業の振興 

5-2-1 SIC の整備とともに新たな工業団地を整備し、企業立地環境の充実や積極的な

PR となる企業誘致を推進します。 

5-3 観光の振興 

5-3-6 SIC の周辺に交流人口の拡大や地域の活性化を図るため、観光振興や産業振興、

地域の拠点形成を図る道の駅などの整備を検討します。 

分野目標 6：まちの未来を描く 

6-2 快適な生活環境の構築 

6-2-3 事業活動や工事、開発行為は、公害の防止に努め、適切な対策を行うよう指導

します。 

6-3 道路・公共交通の整備 

6-3-1 SIC の整備とともに、工業団地を整備し、企業誘致による働く場を創出します。 

6-4 魅力ある都市空間の整備 

6-4-3 利用者が快適で安全・安心に利用できるような公園や緑地の施設機能の確保を

図ります。 

 

表 2-1-1 第六次白石市総合計画の概要 
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（2）仙南広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

 

策定年月 令和 2 年 2月策定 

計画期間 令和 2 年度～令和 17 年度 

都市計画区域の 

将来像 

■都市づくりの基本的な方向性 

Ⅰ．都市間の交流、資源の共有により、個性豊かな都市が連携する一体的な都

市圏づくり 

Ⅱ．広域交通の利便性、美しい自然環境と歴史・文化を活かした魅力ある産業

地づくり 

Ⅲ．災害に強く、生活サービス機能が集約した、安全で質の高い暮らし 

■将来像 

蔵王連峰に抱かれた地域資源を活かして、圏域内外の人と文化が交流し、

安心して住み続けられる広域生活圏の形成 

都市計画区域の 

基本方針 

Ⅰ．◆ 圏域間及び都市間における交流促進 

◆ 公共交通サービスの維持・確保 

◆ 地域資源の共有、公共施設などの効率的配置 

Ⅱ．◆ 地域の役割に応じた商業地形成 

◆ 広域交通利便性を活かした工業地形成 

◆ 豊かな自然環境、歴史・文化を活かした周遊型観光地形成 

Ⅲ．◆ 大規模災害対策の拡充 

◆ 良好で暮らしやすい住環境の形成 

◆ 生活利便性の向上、都市経営の健全化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-1 都市の将来構造図 

表 2-1-2 仙南広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の概要 

出典：仙南広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
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（3）白石市都市計画マスタープラン 

 

策定年月 平成 23 年 3 月策定 

計画期間 平成 24 年度～令和 12 年度 

社会動向を踏まえた 

まちづくりの課題 

■中心市街地の空洞化 

■産業構造の変革 

産業等の本市の重要な基幹産業の維持・保全。白石 IC 周辺の土地利用ポテ

ンシャルを活かし、時代に見合った新たな企業の誘致、地域の活性化と雇

用促進。 

■人口減少への転換、人口構造の変化（少子高齢化） 

■人々の生活スタイル、価値観の多様化 

■環境問題への取り組み、自然環境との共生 

■都市計画道路網の再構築 

都市づくりの目標 

【都 市 構 造】集約型の都市づくりを目指します 

【住 環 境】安全で、安心して暮らせる生活空間づくりを目指します 

【産 業 経 済】産業の活力の再生を支援する都市づくりを目指します 

  ・良好な広域交通条件を活かした工業地づくり 

【自 然 環 境】豊かな自然環境の保全、自然と共生する生活環境の維持

を目指します 

【観光・歴史・景観】魅力と風格を高める都市づくりを目指します 

  ・広域交流を活性化させる観光都市づくり 

 

 

 

 

  

図 2-1-2 将来都市構造図 

表 2-1-3 白石市都市計画マスタープランの概要 

出典：白石市都市計画マスタープラン 
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（4）白石市まち・ひと・しごと創生「第 2期総合戦略」 

 

策定年月 令和 3年 3月策定 

計画期間 令和 3年度～令和 7 年度 

基本目標と

施策の方向 

【基本目標 1】魅力あふれるしごとと賑わいを創る 

(1) 農林産物などの高付加価値化と販路拡大支援 

(2) 起業支援・新規企業誘致による働く場の創出 

(3) 観光振興を通じた新たな魅力の発信 

(4) 多様な働き方ができる就労環境の整備 

【基本目標 2】人の流れをつくり、つながりを築く 

(1) 多様な交流活動の促進と関係人口の拡大 

(2) 移住・定住のための支援の充実 

(3) 魅力ある景観・生活環境の構築 

【基本目標 3】妊娠・出産・子育ての希望をかなえ、子どもの輝きを育む 

(1) 妊娠期から切れ目のない包括的な支援と地域医療の充実 

(2) 基礎的・基本的な学力の向上と特色ある教育の推進 

【基本目標 4】ともに支え合い、まちの未来を描く 

(1) 人と人が繋がり、誰もが活躍できる地域づくり 

(2) 健康で活力ある社会の推進 

(3) 防災・減災対策の充実、地域における防災力の強化 

(4) 持続可能な行財政運営の推進 

(5) 魅力ある都市空間や道路・公共交通の整備 

(6) 歴史遺産・伝統文化の継承と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-1-4 白石市まち・ひと・しごと創生「第 2 期総合戦略」の概要 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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（5）（仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書 

 

策定年月 令和 2年 9月策定 

連結の 

必要性 

1）物流の効率化による基幹産業の支援と産業拠点の形成による企業誘致の促進や振興 

2）アクセス性向上による中心市街地のにぎわい創出と交流人口の拡大 

3）主要観光地へのアクセス向上と新たな周遊観光ルート形成による観光産業の活性化 

4）東北道における交通事故対応の迅速化と幹線道路の渋滞緩和 

利用促進 

方策 

■新規企業誘致による地域活性化 

・工業団地の整備及び企業誘致活動 

・集客施設の整備 

■中心市街地の賑わい創出 

・主要イベントでの PR 活動 

・飲食店等と連携した PR 活動 

・地域づくり活動における PR 活動 

■新たな周遊観光による観光振興 

・周遊観光コースの設定 

・観光パンフレット、HP 等への明記 

 

（仮称）白石中央スマートインターチェンジ設置による整備効果は、実施計画書で整理されており、

その概要を次頁以降に示す。 

 

  

表 2-1-5 （仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書の概要 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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＜整備効果 1＞ 

物流の効率化による基幹産業の支援と産業拠点の形成による企業誘致の促進や振興 

 白石市の製造業は、全産業の約 6 割の売上高を占め、市内には自動車電子部品の世界シェア１

位（約 30％）の企業もあり、海外への出荷時は、東北自動車道を利用して運搬している一方、

市内の製造事業所の半数以上が、一般道を使って国見 IC までアクセスしている。 

 SIC の整備により、東北自動車道へのアクセス性が向上し、基幹産業である製造業の支援が期待

される。また、周辺に新たな産業拠点を形成することで、企業誘致の促進や振興が期待される。 

 

  

出典：（仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書 
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＜整備効果 2＞ 

アクセス性向上による中心市街地のにぎわい創出と交流人口の拡大 

 白石市の中心市街地には、「白石城」や「武家屋敷」、「ホワイトキューブ」、「碧水園」など文化

施設等が立地している。また、伝統食である「白石温麺」の飲食店も多く立地し、歴史・文化・

食の中心地となっている。 

 一方で、既存の白石 IC は、中心市街地から北へ約 6 ㎞の蔵王町境に位置し、県内外からのアク

セス性が低く、SIC の整備により、中心市街地へのアクセス性が高まることで、地域資源を活か

した中心市街地への賑わいの創出や交流人口の拡大が期待される。 

 

 

 

  

出典：（仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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＜整備効果 3＞ 

主要観光地へのアクセス向上と新たな周遊観光ルート形成による観光産業の活性化 

 白石市の観光客入込数は、着実に増加、高速道路利用の観光客の多くは、白石 IC を経由して中

心エリアに来訪しているが「IC 位置が不便」との意見も多く、他の観光地へ周遊していない現

状もある。 

 SIC の整備により、中心エリアへのアクセス性が向上することで、西部エリアや角田・丸森方面

への新たな周遊観光ルートが形成され、高速道路を活用した仙南地域全体の観光産業の活性化

が期待される。 

 

 

 

 

  

出典：（仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書 
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＜整備効果 4＞ 

東北道における交通事故対応の迅速化と幹線道路の渋滞緩和 

 東北自動車道国見 IC～白石 IC 間での交通事故発生件数は県内平均を上回っており、特に死亡

事故はワースト 2 位となっているが、所轄となる白石消防署は、白石 IC を経由して福島方面に

向かう必要があるため、迂回により現地到着時間を大きくロスしている。 

 SIC 整備により、現地到着時間が短縮でき、救急救命士の処置や救急医療施設への搬送、車両火

災時の消火活動等の迅速化が期待される。 

 

 

 

 

  

出典：（仮称）白石中央スマートインターチェンジ実施計画書 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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（6）上位関連計画のまとめ 

上位関連計画に位置づけられているＳＩＣ周辺整備の施策をまとめると、生涯スポーツ施設、防

災機能を備えた施設、交通利便性を活かした工業団地、地域の活性化や観光振興の拠点となる新

たな道の駅の機能に整理される。 

 

 

上位関連計画 SIC 周辺整備の位置づけ まとめ 

第六次白石市総合
計画 

〇市民の健康づくりや生涯学習スポーツ振興の施設整備の検討 
〇災害時における一時避難や災害復旧活動の機能を兼ね備える施
設整備の検討 

〇工業団地を整備し、企業立地環境の充実や積極的な PR となる企
業誘致を推進し、働く場を創出 

〇観光振興や産業振興、地域の拠点形成を図る道の駅などの整備
を検討 

〇安全・安心に利用できる公園や緑地の施設機能の確保 

●市民の健康
づくりや生
涯スポーツ
振興のため
の施設 

●災害時の一
時避難、災害
復旧活動の
機能を備え
た施設 

●交通利便性
を活かした
企業誘致に
よる新たな
働く場とな
る工業団地
整備 

●交流人口の
拡大や地域
の活性化、観
光振興の拠
点となる道
の駅の整備 

仙南広域都市計画
区域の整備、開発及
び保全の方針 

〇広域交通利便性を活かした工業地形成 
〇豊かな自然環境、歴史・文化を活かした周遊型観光地形成 
〇都市の将来構造として計画地は都市圏連携軸と工業・物流機能
集積軸が重なる軸上に位置 

白石市都市計画マ
スタープラン 

〇良好な広域交通条件を活かした工業地づくり 
〇広域交流を活性化させる観光都市づくり 

白石市まち・ひと・
しごと創生「第２期
総合戦略」 

〇起業支援・新規企業誘致による働く場の創出 
〇観光振興を通じた新たな魅力の発信 
〇健康で活力ある社会の推進 
〇魅力ある都市空間や道路・公共交通の整備 

（仮称）白石中央ス
マートインターチ
ェンジ実施計画書 

〇物流の効率化による基幹産業の支援と産業拠点の形成による企
業誘致の促進や振興 

〇アクセス性向上による中心市街地のにぎわい創出と交流人口の
拡大 

〇主要観光地へのアクセス向上と新たな周遊観光ルート形成によ
る観光産業の活性化 

〇東北道における交通事故対応の迅速化と幹線道路の渋滞緩和 

 

  

表 2-1-6 上位関連計画のまとめ 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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2-2．市民意向調査 

「第六次白石市総合計画」において、まちづくりの各分野施策についての満足度と重要度が調査（15

歳以上の市民 3,000 人を無作為抽出、回収数は 1,386 人、回収率は 46.2％。）された。市民が求めるま

ちづくりの各分野施策を「満足度が低く、重要度が高い」施策と類推すると、観光地としての魅力、子

育て環境、交通の便、働く場、高齢者の暮らし、障がい者の暮らし、防犯、防災対策等の施策を市

民は求めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高い 

高い 
低い 

出典：第六次白石市総合計画 

図 2-2-1 市民意向調査 各分野施策の満足度と重要度 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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2-3．社会的・物的条件の整理 

（1）人口世帯数等 

①人口推移 

総人口は、昭和 60 年の 42,262 人から減少傾向となり、平成 27 年には 35,272 人と、約 7,000 人

減少している。また、年少人口及び生産年齢人口が減少傾向にある一方、老年人口は増加傾向にあ

り、平成 27 年現在で約 3 人に 1 人が 65 歳以上という現状である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

約 7,000 人減少 

約 3 人に 1 人が高齢者 

図 2-3-1 年齢 3 区分別人口の推移 

図 2-3-2 年齢 3 区分別人口の割合の推移 

出典：総務省「国勢調査」 

出典：総務省「国勢調査」 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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②世帯推移 

世帯数は、平成 12 年以降、12,500 世帯前後で推移している。世帯構成は、単独世帯及び核家族

世帯が増加傾向にある。また、高齢単身者世帯及び高齢夫婦世帯が大きく増加しており、総世帯の

2 割以上が高齢者のみの世帯となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高齢単身者、高齢夫婦世帯が増加 

12,500 世帯前後で推移 

図 2-3-3 世帯数・1 世帯当たり人員の推移 
出典：総務省「国勢調査」 

図 2-3-4 高齢者のみ世帯の推移 
出典：総務省「国勢調査」 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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③人口移動状況 

人口移動状況は、15～19 歳から 20～24 歳の間での流出が多く、高校や大学への進学、就職等に

より流出していると考えられる。また、住民基本台帳データによる移動状況をみると、若年層だけ

でなく、40～54 歳の間での流出も多く見られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-3-5 人口移動状況（国勢調査データによる） 
出典：総務省「国勢調査」 

図 2-3-6 人口移動状況（住民基本台帳データによる） 
出典：住民基本台帳 

進学、就職等により若年層が流出 

若年層だけでなく、働き盛世代も流出 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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④将来人口推計 

施策を講じない場合の将来人口等は、「第六次白石市総合計画」の最終年度である令和 12 年には

28,366 人にまで減少し、高齢化率も 42.0％程度になると推計されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「第六次白石市総合計画」は、施策を講じた場合の目標人口として、令和 7 年度の人口を

31,000 人、令和 12 年度の人口を 29,200 人に設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-3-7 施策を講じない場合の総人口及び年齢 3 区分別将来人口推計 
出典：第六次白石市総合計画 

図 2-3-8 施策を講じた場合の総人口及び年齢 3 区分別の目標人口 

出典：第六次白石市総合計画 

高齢化率：42％ 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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⑤（仮称）白石中央 SIC 周辺地区の人口の推移 

（仮称）白石中央 SIC 周辺地区の人口は減少傾向にあり、平成 27 年時点で 1,060 人となってい

る（DID 地区外）。また、年齢 3 区分別にみると、生産年齢人口が減少傾向、年少人口が横ばい、

老年人口が増加傾向にあり、平成 27 年時点で約 3 人に 1 人が 65 歳以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜凡例＞ 
      人口を集計した地区 

（仮称）白石中央 SIC 

約 300 人減少 

約 3 人に 1 人が高齢者 

図 2-3-9 人口集計地区 
資料：国土地理院地図を加工して作成 

図 2-3-10 （仮称）白石中央 SIC 周辺地区の年齢 3 区分別人口の推移 
出典：総務省「国勢調査」 

図 2-3-11 （仮称）白石中央 SIC 周辺地区の年齢 3 区分別人口の割合の推移 
出典：総務省「国勢調査」 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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（2）産業構造等 

①就労環境 

白石市の就労環境は、仙台市、蔵王町、大河原町などが通勤圏となっている。また、白石市の就

業者のうち、全体の 3 割にあたる約 6,000 人が市外に通勤しており、約 5,000 人が市外から白石市

に通勤している。流入より流出が多い状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

流入より流出が多い 

図 2-3-12 通勤の流入・流出状況図 

出典：総務省「国勢調査」 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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②産業構造 

米を中心とした農業を産業基盤としており、第 3 次産業の割合が高くなっている。また、高速交

通網の整備により、製造業の集積が進み、国道 4 号沿線に商業施設が多く立地している。 

しかし、新型コロナウイルス感染症の大流行により、交流人口の減少や第 3 次産業への影響が懸

念されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③財政状況 

白石市の普通会計令和元年度決算は、歳入が約 157 億円、歳出が約 151 億円となっている。 

歳入面では、歳入総額の約 4 割が市税などの自主財源、残り 6 割が地方交付税や国庫支出金など

の依存財源である。そのうち歳入の基幹的項目である市民税については、ここ 5 年の平均額が年間

約 16 億円となっている。しかしながら、現在流行している新型コロナウイルス感染症の経済的影

響や人口減少・少子高齢化など、今後について不確定要素が大きく、自主財源の安定的収入が課題

の一つとなっている。 

歳出面では、老朽化した公共施設、インフラなどの更新・維持管理などが課題となっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 2-3-13 産業構造の推移 

出典：総務省「国勢調査」 

◎財政力指数（※）の状況

Ｒ1 Ｈ27

0.50 0.46

0.59 0.55

白石市・県内13市平均

白石市

県内13市平均(H27：12市）

◎歳入決算額に対する自主財源・依存財源の割合

39.40% 37.10%

60.60% 62.90%

自主財源

依存財源

◎歳入決算額の推移

R1 H27

6,227,576 7,349,032

うち市民税 1,608,035 1,602,887

9,567,572 12,436,165

うち地方交付税 4,829,969 6,113,370

うち国庫支出金 1,838,835 2,021,893

うち市債 1,027,093 2,352,946

15,795,148 19,785,197

歳入決算額

自主財源

依存財源

合計
※財政力指数：この数値が「１」に近く、あるいは超えるほど財

 政力が強いとみることができる。

図 2-3-14 財政状況 
出典：白石市財政課 

(単位：千円) 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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（3）広域エリアから見た計画地の位置づけ 

(仮称)白石中央 SIC の計画位置は、宮城・山形・福島県の南東北 3 県の県庁所在地が高速交通ネ

ットワークによって約 1 時間圏内で結ばれるハブとして、また、関東など南からの入り口部に位置

している。 

「南東北のへそ、県南の玄関口」として、都市の将来構造（仙南広域都市計画）の「都市圏連携

軸」、「工業・物流機能集積軸」が重なる軸上に位置するとともに、この地の利、優位性を十分に活

かした「南東北の交流拠点」、災害時には「南東北の防災拠点」としての役割が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京⇔青森 

718 ㎞（8時間 39 分） 

東京⇔白石 

324 ㎞（4時間 9分） 

山形

福島

計画地 

仙台

山形

福島

計画地 

福島市 

仙台市 

南東北のへそ 

県南の玄関口 

山形市 

図 2-3-15 計画地の立地環境 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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2-4．類似先進事例調査 

（1）類似事例の選定 

SIC の周辺整備を実施した 12 事例を抽出し、それらを郊外型、国道隣接型、観光施設併設型、非工業団地型に類型化した。その中より代表的な先進事例として以下の 6 箇所を選定し、調査を行った。 

 
 
 

 

 

 
 
（2）類似事例調査 
 

S I C 

(類 型) 

広島輪厚 SIC 

（郊外型） 

上里 SIC 

（郊外型） 

門川南 SIC 

（国道隣接型） 

高崎玉村 SIC 

（国道隣接、観光施設併設型） 

日本平久能山 SIC 

（観光施設併設型） 

寒河江 SIC 

（非工業団地型） 

所 在 地 北海道北広島市輪厚 

 

 

 

 

埼玉県児玉郡上里町五明若宮 

 

 

 

 

宮崎県東臼杵郡門川町加草 

 

 

 

 

群馬県高崎市上滝町（下り線） 

下斎田町及び玉村町上新田（上り線） 

 

 

静岡県静岡市駿河区宮川 

 

 

 

 

山形県寒河江市寒河江久保 

 

 

 

 

 

供用 

開始時期 

S I C：H21.6.29 開通 

工業団地：H26.12 完成 

S I C：H27.12.20 開通 

産業団地：H25 分譲開始 

S I C：H29.3.25 開通 

医療機器製造工場：H29 新設 

S I C：H26.2.22 開通 

道の駅：H27.5.31 供用開始 

SIC：R1.9.14 開通 SIC：H18.10.1 開通 

（H26.6.1 から 24 時間運用開始） 

整備機能 なし（周辺の既存の機能として工業団

地、ゴルフ場） 

産業団地、農村公園、調整池 産業拠点地区の整備を検討中 道の駅、工業団地 住宅地、交流施設、工業・物流施設、都

市型農業エリア 

日帰り温泉・宿泊施設、産直施設、物産

館、総合検診センター、自動車学校、公

園（パークゴルフ場、スケート場） 

整備効果 ・近隣の工業団地において、H26.5 月末

現在で 7区画、約 17％が分譲済み、1

社が操業中 

・SIC10 分圏内のゴルフ場及び宿泊施設

数は 2.5 倍に拡大。 

・北広島団地から札幌市内の三次救急

医療機関への搬送時間が約 3分短縮。 

・交通渋滞の緩和 

・高速道路へのアクセス強化 

・産業集積等による周辺地域の活性化 

・新たな地域産業の振興の支援（H29.10

に医療機器製造工場が新設） 

・SIC 近隣の竹名工業団地立地企業の規

模拡大の計画 

・新規就農や増産の促進を支援（トマト

の出荷量が増加、作付面積増加） 

・市街地の交通渋滞緩和 

・地域の交通利便性向上 

・地域の活性化 

・新たな産業の集積 

・新たな交流機会の創出 

・居住者の誘致 

・SIC に隣接する最上川ふるさと総合公 

園の入込客数の増加 

・イベントの来場者数の増加等による

観光交流の推進 

・SIC に隣接するﾁｪﾘｰｸｱﾊﾟｰｸ（民間開発

エリア）での企業立地の増加 

・救急搬送の迅速化、安定化 

整備規模 北広島輪厚工業団地 

 開発面積：60.9ha 

 分譲面積：38.8ha 

全体：20.4ha 

 産業団地：約 14.3ha 

 農村公園：約 0.8ha 

 調整池：約 1.5ha 

産業拠点地区の整備の検討結果による 道の駅：約 1.5ha 

工業団地：高崎市：64.3ha 

玉村町：約 20.7ha 

工場用地：約 15.4ha、 

道路：約 2.1ha、調整池：約 1.2ha、 

送電鉄塔用地：約 0.03ha、 

公園：約 0.7ha、公共緑地：約 0.1ha 

全体地区面積：約 125ha 

 交流施設エリア：約 20ha 

 居住エリア：約 18ha 

 工業・物流エリア：約 28ha 

 農業エリア：約 14ha 

 ※公共用地面積を除く 

先行整備の恩田原・片山地区：約 32.8ha 

民間開発エリア：約 14ha 

整備費用 SIC：8.6 億円 

 

SIC：約 13 億円 

 

SIC：約 21 億円 

 

SIC：約 47 億円（高崎市負担分：5億円） 

工業団地：高崎市→現在進行中 

玉村町→事業内容による 

先行整備の恩田原・片山地区の土地区画

整理事業費：約 84.1 億円 

開発時期より経過しており、担当者不在

のため不明 

事業手法 工業団地：開発許可 上里スマートインターチェンジ周辺地

区 地区計画の策定、開発許可 

未定 工業団地：高崎市→市街化編入、土地区画整

理事業  玉村市→市街化編入、地区計画 

土地区画整理事業（大谷・小鹿地区まち

づくりグランドデザインを策定） 

開発時期より経過しており、担当者不在

のため不明 

事業主体 北広島市 

輪厚 SIC 地区協議会 

北広島市土地開発公社 

上里町 

上里町土地開発公社 

埼玉ひびきの農業協同組合 

門川町 

宮崎県 

NEXCO 西日本 

道の駅：玉村町（運営：ﾀﾏﾑﾗﾃﾞﾘｶ（株）） 

工業団地：高崎市→高崎工業団地造成組合 

玉村町→玉村町 

静岡市 

恩田原・片山土地区画整理組合 

寒河江市土地開発公社 

民活エリア開発推進連絡会 

（管理・運営主体：各施設所有者） 

上里 PA 

SIC 事業区域 

事業区域 

輪厚 PASIC 

北広島輪厚 

工業団地 

ゴルフ場 

門川南 SIC 

医療機器製造工場 

産業拠点地区 

道の駅 玉村宿 

玉村町 

事業区域 

国道 354 号 高崎玉村 

SIC 

高崎市 

事業区域 

日本平久能山 

SIC 

事業区域 

寒河江 SA 

SIC 

チェリークアパーク 

日帰り温泉、宿泊施設等 

パーク 

ゴルフ場 

広島輪厚 SIC   上里 SIC   山之口 SIC   門川南 SIC   水戸北 SIC   長岡南越路 SIC   高崎玉村 SIC   日本平久能山 SIC   ひるがの高原 SIC   寒河江 SIC   遠州豊田 SIC   大山高原 SIC 抽出事例  

類 型 化  郊 外 型 国 道 隣 接 型 観 光 施 設 併 設 型 非 工 業 団 地 型 

表 2-4-1 類似事例調査 

SIC 周辺では、工業・物流団地や公園緑地（農村公園、パークゴルフ場）、観光施設（道の駅、産直施設、物産館、日帰り温泉・宿泊施設）等が整備され、地域の産業振興や、観光交流の推進等に寄与している。 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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2-5．土地活用意向調査 

（1）工業団地整備と宮城県における企業誘致動向 

①宮城県「企業誘致重点戦略」 

宮城県では、ものづくり産業の中核となる産業分野を【最重点分野】【重点分野】【新成長分野】

に位置づけ、積極的に企業誘致・ものづくり産業の振興を図っている。 

〇H18 年～R1 年の立地件数 

：425 件（自動車・高度電子・食品の 3 分野で 7 割） 

〇H21.4 月～H31.3 月の雇用創出数：16,065 名 

〇この 10 年間に宮城県に立地した代表的な企業 

1)トヨタ自動車東日本（株）（大衡村 H24） 

2)マルハニチロ（株）（石巻市 H29） 

3)東京エレクトロン宮城（株）（大和町 H22） 

〇企業（産業別）の県内立地動向 

：仙南圏、仙台都市圏、大崎圏など「県中央部」への立地が多くなっている。 

1)自動車関連産業 ⇒ 県北中央部を中心に立地（3～5ha の産業用地が不足中） 

2)高度電子機械産業 ⇒ 概ね県中央部に立地（1ha 前後の用地ニーズが多い） 

3)食 品 関 連 産 業  ⇒ 沿岸部を中心に立地（1ha 以下の用地ニーズが多い） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「工場立地動向調査」東北版 

〇R1 年（1 月～12 月）の企業立地 

・立地件数 25 件（前年比 Δ13.8%） 

・立地面積 35ha（前年比 +58.4%） 

・業種別立地件数（25 件中）食料品・機械工業 各 6 社、金属製品 5 社、繊維工業・鉄鋼業 

各 2 社、飲料・化学工業・電気業・その他 各 1 社 

〇白石市の工業団地と主な立地企業 

1)大鷹沢工業団地（24.6ha H12 年完売） 

・NEC プラットフォームズ、（株）トーキン 

2)白石蔵王工業団地（19.6ha H8 年完売） 

・ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング（株）、（株）ニチレイフーズ 

最重点分野 

 自動車関連産業 
 高度電子機械関連産業 

 食品関連産業 

重点分野 

 健康・医療関連産業 
 先端素材・エネルギー関連 
 航空宇宙関連産業 
 船舶関連産業 

 木材関連産業 

新成長分野 
 生活用品・衣料品関連 

 機械・ロボット関連 

表 2-5-1 産業分野の位置づけ 
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3)天王工業団地（6.5ha H24 年完売） 

・（株）ミドリテクノパーク、メークス（株） 

4)白石インター工業団地Ⅰ期（9.2ha H8 年完売） 

・古賀オール（株）、（株）キャニング、（株）白石倉庫、佐川急便（株） 

5)白石インター工業団地Ⅱ期（11.0ha H27 完売） 

・セコム工業（株）、（株）PALTAC 東北支社、セコム工業物流センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「みやぎ企業立地ガイド 2020」 

〇宮城県の主要な工業団地 

・白石市大鷹沢をはじめとした 33 団地が県内に位置し、1 団地あたり平均 35.5ha の工業用

地が確保されている。 

 

 

 

 

 

 

〇交通網の現状 

・県内の工業団地の約半数が最寄り IC まで 2km 以下の距離でアクセスできる位置にあり、計

画検討エリアも整備予定の SIC に直結できるという利点がある。 

・市街における JR 東北新幹線駅に最も近い主要な工業団地は若柳金成インター工業団地から

くりこま高原駅の 5km である。本計画検討エリアは、白石蔵王駅から約 3kmの距離にあり、

通勤手段の幅が広がることから、人材・労働力の確保の観点では優位性がある。 

 

 

最寄り IC までの距離が 2km 以下の団地 16 団地 全体の 49% 

最寄り IC までの距離が 1km 以下の団地 8 団地 全体の 24% 

最寄り IC までの距離が最長の団地 20km 黄金山（涌谷町、古川 IC） 

最寄り IC までの距離が最短の団地 0km 第二仙台北部中核（大衡 IC 直結） 

  

東北管内 

①本社・他の自社工場への近接性 

②国・地方自治体の助成 

③工業団地である 

④地方自治体の誠意･積極性･迅速性 

⑤人材・労働力の確保 

全国 

①本社・他の自社工場への近接性 

②地価 

③人材・労働力の確保 

④工業団地である 

⑤国・地方自治体の助成 

全体開発面積 
合 計 1833.7ha 

平 均 55.6ha 

工業用地面積 
合 計 1172.8ha 

平 均 35.5ha 

表 2-5-2 企業が重視する立地場所選定理由 

表 2-5-3 宮城県における全体開発面積と工業用地面積の合計と平均 

表 2-5-4 宮城県内の工業団地における最寄り IC までの距離 
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（2）スポーツ・レクリエーション拠点の立地・運営状況（パークゴルフ場を一例として） 

①南東北 3県の県庁所在地周辺のパークゴルフ場の立地状況 

パークゴルフの愛好者数は全国で約 130 万人、パークゴルフ場は平成 28 年度時点では全国で

1,219 箇所、令和 2 年度時点には全国で 1,226 箇所あり増加傾向にある。また、南東北 3 県で 35

箇所、宮城県内には 13 箇所が開業している。 

このなかで（仮称）白石中央 SIC は、南東北 3 県の県庁所在地（仙台市、山形市、福島市）か

ら高速道路の利用により、日帰りで 1 日プレー可能な 1 時間圏内に都市圏人口約 230 万人を抱

え、愛好者の誘客に有利な高速交通ネットワークの中心に位置している。 

また、年間 5 万人以上の来場者のあるパークゴルフ場は、県北部と福島県沿岸部に集中してい

るが、内陸部のパークゴルフ場が冬季間閉鎖されることから、県内でも積雪の少ない本計画地は

冬季間の営業が可能であり有利な立地環境にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛好者は全国で１３０万人 

図 2-5-1 愛好者数の推移 

図 2-5-2 南東北 3 県の県庁所在地周辺のパークゴルフ場

資料提供：公益社団法人 日本パークゴルフ協会 

資料：国土地理院地図を加工して作成 
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②パークゴルフ場ヒアリング調査 

パークゴルフ場の運営の現状を把握するため、本計画地に最も近く、年 5 万人以上の来場者が

あり、かつ内陸部と沿岸部で地理的条件が異なる仙台都市圏内陸部の「おおひら万葉パークゴル

フ場」と福島県沿岸部の「相馬光陽パークゴルフ場」をヒアリング対象として選定し、調査を実

施した。また、補足として公益社団法人日本パークゴルフ協会の資料提供により協会員の年齢層

を以下に整理した。 

結果は下表にまとめたが、一般的な愛好者のタイプとして、定年退職した 60 代以降でパークゴ

ルフを目的に家族や友人とのプレーを楽しみに朝早くから車で出かける愛好者像が想定される。 

 

来場者数 ・年間約 6～7万人 

来場者の在住地 ・自治体外、県外からの来客が多い 

年齢層 ・客層は 60 代以降の方が多い 

駐車場 ・約 100～200 台整備しているが、休日や大会時には不足する 

運営状況 ・冬季間は北東北のパークゴルフ場が休業するため、南東北のパークゴルフ場の需要

が高い 

管理運営 ・公設民営、指定管理者制度を活用 

管理費用 ・芝の管理費用は年間約 1,500～2,000 万円程度かかり、収支は厳しい 

その他 ・足湯やシャワールーム、温泉については、整備しても使用しない方が多い 

・大会を定期的に実施 

・プレー料金は 500～700 円 

・パークゴルフ場の整備により、住民の健康増進及び交流人口拡大につながっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60歳代と 70歳代が約 8割 

資料提供：公益社団法人 日本パークゴルフ協会 

図 2-5-5 相馬光陽パークゴルフ場（約 11ha 81 ホール） 

図 2-5-4 おおひら万葉パークゴルフ場（約 5ha 54 ホール） 

出典：各公式 HP より転載 

表 2-5-5 パークゴルフ場ヒアリング調査結果 

図 2-5-3 協会員（5,300 人、H21 年度）年代別比較 
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2-6．与条件調査と計画検討エリアの整理 

（仮称）白石中央 SIC に接し、比較的平坦な土地がまとまっている国道 4 号の東側、東北本線の西

側、北側の大平地区の集落に囲まれたエリアを「調査検討エリア」として、地勢、インフラ状況、土

地利用法規制、災害危険箇所等の現地調査及び文献調査を行った。 

 

 

現地調査及び文献調査の結果を踏まえ、「調査検討エリア」から面整備の実施に際し、規制や障害

が想定される範囲を除外して、施設整備を検討する範囲を「計画検討エリア」として設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な与条件 

地 勢 
・調査検討エリアは、西から東に向けて低い地形 

・ほとんどが農地、国道 4号沿いおよび北側には集落が存在 

インフラ 

状 況 

・道 路…西側～南側に国道 4 号および東北縦貫自動車道 

・鉄 道…東側に JR 新幹線および JR 東北本線（駅は無し） 

・上下水道…計画地の北側に上下水道（いずれも φ250）有り 

・バス路線…白石市民バス越河線 近接して 4箇所バス停有り 

土地利用 

法 規 制 

・本計画地は非線引き都市計画区域内に位置し、都市計画法の開発許可が必要となるほ

か、各種法令に基づく諸手続きが必要となる 

・埋蔵文化財包蔵地……………届出・発掘調査等 

・農業振興地域・農地…………農振除外申請、農地転用許可申請等 

・地域森林計画対象民有林……林地開発許可申請、伐採届出等 

・土砂災害警戒区域……………開発行為許可申請等（土砂災害防止法） 

・屋外広告物第 2種禁止地域…協議・申請等 

災害危険 

箇所 

・浸 水 想 定 区 域…浸水履歴無し 

・土砂災害危険箇所…南部の R4、E4、東北新幹線に囲まれた範囲が土石流危険区域 

その他 

・小学校区は大平小学校区が大部分を占め、白石第二小学校区は東北縦貫自動車道に縦

断される南側の一部にある。 

・周辺には既存住宅があることから通学時の安全性への配慮が必要となる。 

■計画検討エリアの絞り込み条件 

①環境の悪化を招くリスクを排除するため、既存の住宅や商業施設、既存集落付近を除外 

②移設・移転手続きの長期化のリスクを排除するため、寺社仏閣・墓地を除外 

③災害リスクのある範囲を除外（ただし南部の国道 4 号、東北新幹線及び東北自動車道に囲ま

れたエリアを秩序ある土地利用を図るために除外せず、土砂災害対策の検討を行うものとす

る） 

④土地利用法規制により面整備の制限がかかる範囲を除外 

表 2-6-1 与条件の整理 
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図 2-6-1 与条件と計画検討エリア 
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3．施設メニューの方向性の整理 

これまでの前提条件の整理及び（仮称）白石中央 SIC 周辺整備活性化検討委員会のご意見を踏まえ、施設メニューの方向性について、以下にとりまとめを行った。 

図 3-1-1 施設メニューの方向性の整理 

工業団地 



  (仮称)白石中央スマートインターチェンジ周辺整備基本計画 
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4．整備方針の検討 

4-1．導入機能の検討 

施設メニューの方向性の整理を踏まえ、導入機能の絞り込みを行った結果、雇用の拡大、人口増加、

地域活性化に大きな効果が見込める「工業団地」、交流人口や消費の拡大、6 次産業化の促進、災害時の

防災拠点として大きな効果が見込める「道の駅」、高齢者や子育て世代のサポート等に資する「地域課題

を解決する拠点」、市民の健康増進や医療費抑制効果が見込まれる「スポーツ・レクリエーション拠点」

の導入に絞り込まれた。 

 

 
施設メニュー 

分類 
整備効果・メリット 課題 評価（案） 

優位性を活かした

新たな工業団地 

・雇用拡大、人口増加、消費拡大 

・市税（固定資産税、住民税）増収 

・地域活性化（中心市街地含む） 

・事業費（財源）確保 

・誘致企業の確実性 

・適正な整備規模 

◎ 

※企業ニーズにマ

ッチした適正規

模の検討が必要 

新
た
な
機
能
を
備
え
た 

「
道
の
駅
」 

「道の駅」 

・交流人口拡大、消費拡大 

・地場産品販路拡大 

・６次産業化の促進 

・広域観光拠点化 

・災害復旧拠点、避難所支援拠点 

・災害時一時避難所機能 

・おもしろいし市場との差

別化 

・指定管理者制度による受

託者、プレイヤーの確保 

◎ 

※高速道路・幹線

国道の休憩機能

と地域振興施設

の相乗効果 

地域課題

を解決す

る拠点 

・高齢者や子育て世代のサポート

等をコミュニティビジネスとし

て解決 

・地域ニーズの把握 

・まちづくり活動団体や学

校とのタイアップの可能

性検討 

〇 

日帰り温泉

宿泊施設 

・交流人口拡大 

・工業団地出張者の宿泊 

・災害避難者支援 

・鎌先温泉、小原温泉等、多

くの温泉・宿泊施設があ

り差別化が必要 

△ 

簡易レジ

ャー施設 

・ドッグランや子供遊具など小規

模な施設は人のアクセス性が高

い道の駅エリアに併設する 

・道の駅エリアに併設され

る規模・内容で検討 
〇 

心
と
体
の
健
康
を
増
進
す
る 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点 

パーク 

ゴルフ場 

・愛好者の増加による交流人口増

加 

・健康増進や医療費抑制効果が期

待（54 ホール：9300 歩、0.065

円/歩、605 円/日 

・整備費用の確保と運営費

用の捻出 

※ゲートボール場は高齢者

の健康維持等効果がある

が競技人口が大幅な減少 

〇 

運動施設 
・生涯スポーツ振興 

・新たなスポーツ需要に対応 

・既存公園運動場や学校施

設との差別化 

・既存施設の改修との比較

検討 

△ 

ニーズ調査の上で

整備手法等検討 

レクリエ

ーション

施設 

・キャンプ場やバーベキューなど

炊事場等を含むアウトドア施設 

・多種多様な利用が可能な芝生広

場 

・人口減少傾向における既

存施設利用状況やニーズ

の把握 

〇 

※記載がない施設等においても、今後の具体的な設計時において、候補として検討を進める。 

表 4-1-1 与条件の整理 
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4-2．整備コンセプト 

（1）SIC 周辺整備の全体テーマ（コンセプト） 

「第六次白石市総合計画」における市が目指す将来像「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創

造するまち しろいし」の実現に向け、以下のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）SIC 周辺整備の全体基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SIC 周辺整備の全体テーマ（コンセプト） 

地域全体で賑わいを創出し、しろいしの未来をデザインする 
「新たな交流拠点」をめざして 

市民意向調査で満足度が低く、 

かつ重要度が高いとされた施策 
 

働く場 

観光地としての魅力 

防犯・防災対策 

子育て環境 

高齢者の暮らし 

障がい者の暮らし 

交通の便 

（1）産業活性化の新たな産業拠点（工業団地） 

（2）賑わいと活力あふれる新たな交流拠点（道の駅） 

（3）健康で生きがいを共有できる 拠点 

SIC 周辺整備の全体基本方針 
1 SIC 周辺という利便性を最大限に活かした拠点整備とする。 

2 市民に親しまれ、地域活性化に資する拠点整備とする。 

3 交流人口、関係人口の拡大を目指し白石市の魅力を発信できる拠点整備とする。 

分野目標１ 人・文化を育む 

1-3 生涯学習・スポーツの振興 

分野目標４ 安全・安心を守る 

4-1 防災・減災対策の充実 

分野目標５ 活力・賑わいを創る 

5-2 商工業の振興 

5-3 観光の振興 

分野目標６ まちの未来を描く 

6-2 快適な生活環境の構築 

6-3 道路・公共交通の整備 

6-4 魅力ある都市空間の整備 

大きく３つの拠点整備をめざす 

第六次総合計画の各分野目標のうちＳＩＣ周辺整備に関連する４つの分野目標と、 
市民意向調査から設定 
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（3）整備する拠点の考え方・目標 

以上の整理を踏まえ、整備する機能の方針を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・若年世代や働き盛り世代の雇用の場を確保し、 

産業の活性化を促進する工業施設の集積 

 

 

・交通拠点としての立地環境を活かした「南東北のへ

そ」、「県南の玄関口」の道の駅、観光交流拠点 

 

・激甚化している災害に対応する災害復旧拠点と災害

発生時の避難所運営を支援する防災拠点 

 

・公民連携により地域課題を解決する地域センター 

（子育て応援や買い物弱者の応援施設、あらゆる世

代が道の駅で活躍する環境の提供） 

 
 

・世代間交流を実現する 拠点 

 

・キャンプやパークゴルフなど多目的に利用できる多

目的スペース 

(1) 優位性を活かした新たな「工業団地」 

(2) 新たな機能を備えた「道の駅」 

出典：国交省 HP 

出典：大衡村 HP 

出典：みやぎ交流ネットワークパンフレット 

大衡 IC と仙台北部中核工業団地 

 

（54 ホール） 

 

出典：国交省 HP 

工業団地 
・東北の物流のハブ 

・雇用の場 

・産業活性化 

・労働環境改善 

・南東北の防災道の駅、観光交流拠点 

・地域課題を解決する地域センター 

・心と体の健康の増進 

・交流人口拡大 

スポーツ・レクリエーション拠点 道の駅 

図 4-3-1 SIC 周辺計画の機能イメージ 

新「防災道の駅」 

大衡万葉パークゴルフ場 

地域課題の解決：子育て応援 

(3) 心と体の健康を増進する 拠点  
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5．施設配置の検討 

5-1．ゾーニング案の比較検討 

ゾーニングの比較検討を行った結果、道の駅とスポーツレクリエーション拠点を国道 4 号沿線に配置した C 案に決定した。 

 

 A 案 B 案 C 案 

ゾーニング案 

道の駅を国道 4号沿線に配置した案 SIC 周辺に工業用地を多く配置した案 道の駅とｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ拠点を国道 4号沿線に配置した案 

与条件 

・「道の駅」    ： SIC 出入口に近く、国道 4号に接道できる位置に配置 

・地区内幹線道路 ： 不必要な通過交通を減らし、国道 4号から進入、退出できるようループ状に配置 

・全体計画    ： 景観や土量等から地形を極力活かした配置計画と造成計画。※このため防災調整池は地形が低く、流末放流先となる斎川に近い位置に配置 

評
価 

工業用地の地区内幹線道路への 

アクセス性 
〇 〇 ◎ 

工業用地の区画割りの整形性 
△ 

（工業団地として整形が難しい箇所がある） 

△ 

（工業団地として整形が難しい箇所がある） 
〇 

道の駅の一体性 
△ 

（地区内幹線道路により分断されている） 
〇 〇 

スポーツ・レクリエーション拠点へ

のアクセス性 
〇 

△ 

（国道 4号に面しておらず、SIC から離れている） 
〇 

上記両施設の連携可能性 〇 
× 

（両施設が離れて立地している） 
〇 

土地の有効活用 
△ 

（工業団地として利用が難しい箇所がある） 

× 

（未利用地が残る、 

工業団地として利用が難しい箇所がある） 

◎ 

（工業団地として利用が難しい箇所を、緑地を含む 

スポーツ・レクリエーション拠点として利用できる） 

 

表 5-1-1 ゾーニング案の比較検討 
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5-2．配置計画イメージ（施設規模と土地利用計画案） 

（仮称）白石中央 SIC 周辺整備活性化検討委員会の議論

を踏まえ、施設メニューは道の駅、スポーツ・レクリエー

ション拠点、工業団地となった。 

施設整備イメージは道の駅とスポーツ・レクリエーショ

ン拠点を国道４号沿線に配置したＣ案に絞り込まれ、この

案をベースに配置計画イメージを検討する。 

 

 

 
 

施設 
メニュー 

想定される施設規模と配置のイメージ 面積 

道
の
駅 

【全 体】 

・東北地方のヘリポートを備えた「道の駅」の事例である道の駅猪苗代を参考

に規模を設定 

・前面道路からの視認性が高い位置に配置 

【駐車場】 

・前面道路の交通量より計 120 台以上の駐車ますを確保 

 （小型車 76 台、大型車 38 台、身障者用 2台、二輪車 4台） 

 

 

3.3ha 

ス
ポ
ー
ツ
・ 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

拠
点 

【全 体】検討段階で挙がっていたパークゴルフ場案にて面積を算出 

・ヒアリング結果により、規模、配置を検討 

・管理及び飲食機能は道の駅施設に集約 

【コース・ホール数】 

・6コース 54ホールを想定 

 

8.7ha 

公
共
用
地 

防
災
調
整
池 

・宮城県防災調整池設置指導要綱による平坦部の恒久防災調整池の容量以上

を確保 

・計画地の現地調査結果を踏まえ、不整形地及び斎川への排水路に最も近い位

置に分割（2 流域）配置 

・外周に管理通路 4m を確保 

3.7ha 

道
路 

・地区内幹線道路（幅員 12.5m）は SIC 前面道路から敷地内を廻り国道 4 号と

地区外既存道路を繋ぐルートに設定 

・区画道路（幅員 9.5m）は地区内幹線道路にループ型に配置 

・工業用地外周に管理車両が通行可能な道路（幅員 5m）を配置 

※ランニングコースでも利用できるように計画 

2.5ha 

緑
道 

・緩衝緑地として工業団地外周を幅員 4m で設定（管理用車両通行可能） 

・住宅が隣接するエリアは幅員 5mの緩衝緑地を設定 
1.2ha 

工業団地 

・類似の直近事例（白石インター工業団地、若柳金成インター工業団地、福島

大笹生インター工業団地）の平均画地規模 1.5～2 ㏊として配置のほか、白

石大鷹沢工業団地にみられるような大規模な用地を確保 

※高低差処理のため、画地ごとに法面が生じる 

30.7ha 

合計 計画検討エリア面積（開発規模）：約 50.1 ㏊ 

※上記施設メニュー、並びにその面積は決定したものではなく、今後整備検討する段階で調整される。 

図 5-2-1 配置計画イメージ 
表 5-2-1 想定される施設規模と配置のイメージ 
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※上記土地利用、面積は決定したものではなく、今後整備検討する段階で調整される。 

図 5-2-2 土地利用計画 
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6．事業手法の検討 

6-1．面整備の事業手法 

2-4 で整理した類似事例と白石市における実績から「面整備の事業手法」として、「土地開発公社に

よる開発許可」と「組合施行による土地区画整理事業」が考えられることから、以下において事業手

法の特徴とまち開きの整合性について比較検討した。 

その結果、面整備手法の土地区画整理事業はＳＩＣ供用開始時にまち開きできないことや売却を希

望する地権者意向もみられることから土地開発公社による開発許可が望ましいと考えられる。 
 

事
業
手
法
の
特
徴 

面整備の事業手法 

土地開発公社による開発許可 
（都市計画法 29 条） 

組合施行による土地区画整理事業 
（土地区画整理法） 

• 土地開発公社が土地を地権者から買
収して事業実施 

• 事業費は土地開発公社が負担 
• 基本的に土地開発公社の意向で事業
が実施されるため一般的に手続き期
間が短い 

• 現状面積から公共用地・保留地処分面
積を減少させ、事業費は保留地の売却
金でまかなう 

• 地権者の合意形成や手続きのため、一
般的に時間を要する 

• 土地所有者、借地権者それぞれの人
数、面積とも 2/3 以上の同意 

※換地計画について事業完了までに
100％同意 

Ｓ
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
時
と
の
整
合
性 

Ｒ3年度 
 

 

Ｒ4年度 
  

Ｒ5年度 
  

Ｒ6年度 
  

 

 

 

出典：国土交通省ＨＰ 土地開発公社が開発した大鷹沢工業団地 

まち開き まち開き 

表 6-1-1 面整備の事業手法の比較検討 

測量調査・地質調査 まちづくり基本調査 
基本計画 

基本設計 
基本設計 

実施設計 
換地設計 

実施設計 
土木工事 

土木工事 
・
・
・ 

・
・
・ 
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6-2．建物整備・管理運営の事業手法 

2-4 で整理した類似事例と白石市における実績から「建物整備・管理運営の事業手法」として、一

般的となっているＰＰＰ・ＰＦＩ方式が考えられることから、以下においてＳＩＣ供用開始とまち開

きの整合性について比較検討した。 

その結果、建物整備・運営手法はＰＰＰ・ＰＦＩ方式とした場合、事業実施プロセスによりまち開

きに間に合わない可能性もあるが、第３ステージ道の駅を核とする観光交流拠点として公民連携の実

現性を探るためＰＦＩ可能性調査を検討することが望ましいと考えられる。 

 

事
業
手
法
の
特
徴 

建物整備・管理運営の事業手法 

ＰＰＰ・ＰＦＩ方式 
（公民連携） 

従来方式 
（公設公営・公設民営） 

• PFI 方式は設計、施工、維持管理運営
業務を行政が一括して民間事業者に
性能発注し、資金調達は民間事業者
が行う 

• 設計、施工、維持管理を市が直営（指
定管理者制度含む）にて、それぞれ実
施し、これらの実施に要する費用を
市が一般財源、起債等によって調達
する 

Ｓ
Ｉ
Ｃ
供
用
開
始
時
と
の
整
合
性 

Ｒ3年度   

Ｒ4年度 
  

Ｒ5年度 
  

Ｒ6年度   

 

 

 

 

※ＢＴＯ方式とした場合の例 

建築工事 建築工事 

まち開き まち開き 

表 6-2-1 建物整備・管理運営の事業手法の比較検討 

・
・
・ 

・
・
・ 

ＰＦＩ可能性調査 

公募・事業者決定 

基本設計 
実施設計 

基本設計 

実施設計 
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7．想定される事業スケジュール 

（仮称）白石中央 SIC 整備の完成に道の駅及びスポーツレクリエーション拠点をオープンさせるこ

とを目途とし、PFI可能性調査を実施することを前提として事業スケジュールを想定した。 

工業団地については、農業の集積状況、農振農用地の除外、財政状況、企業誘致等の観点から状況

を見定め段階的に整備を進めることも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※並行して用地買収を行う 

 

 

8．概算事業費の検討 

道の駅、スポーツ・レクリエーション拠点、工業団地の調査設計費、工事費についての概算事業費

を以下のように想定する。 

 

 

 金額（億円） 備 考 

道の駅 20  

スポーツ・レクリエーション拠点 18  

工業団地 68 防災調整池を含む 

計 106  

※上記事業費については、今後検討・整備する段階で精査される。 

※上記事業費の財源においては、補助金及び交付金を最大限活用し、工業団地においては誘致企業への

売却を推進して、市費抑制に努めます。 

 

  

図 8-1-1 想定される事業スケジュール 

表 8-1-1 概算事業費（税込み） 
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9．（仮称）白石中央 SIC 周辺整備活性化検討委員会 

9-1．委員会の概要 

（仮称）白石中央 SIC の設置効果を最大限に発揮できるよう、学識経験者や地域活性化に係る関係

者の方々から幅広くご意見を伺い、周辺整備の在り方や方向性、事業手法や事業戦略、また、整備計

画を策定する上での参考とするために設置したものである。 

以下に、委員会の構成を示す。 

 

 

                     （令和 3 年 5 月 14 日現在 敬称略） 

委員長   特定非営利活動法人 都岐沙羅パートナーズセンター 

事務局長兼理事     齋藤 主税 

 

副委員長  白石市議会議員               佐久間儀郎 

 

委員    白石商工会議所事務局長           吉田 茂徳 

委員    (一社)白石市観光協会副会長          佐藤 豊彦 

委員    斎川まちづくり協議会会長          成澤 一男 

委員    大平公民館運営会議会長           鈴木 春夫 

委員    みやぎ仙南農業協同組合 白石地区事業本部長 大沼 和則 

委員    白石市副市長                菊地 正昭 

 

オブザーバー 

東北地方整備局仙台河川国道事務所副所長      十枝内美範 

宮城県大河原土木事務所副所長           熊谷 滋雄 

宮城県大河原地方振興事務所地方振興部長      遠藤 尚志 

 

 

 

 

9-2．検討プロセス  

 

 

 

委員会の構成 

図 9-2-1 基本計画の検討プロセス 

R3.5.27 

(

仮
称)

白
石
中
央
Ｓ
Ｉ
Ｃ
周

辺
整
備
基
本
計
画(

案)

答
申 

特定非営利活動法人都岐沙羅パートナーズセンターは、新潟県村上市岩船地域において、広域圏の地域づくりを推進す
る中間支援組織であり、齋藤主税氏は地方におけるコミュニティビジネス育成・地域づくり活動支援・参加型まちづく

りのエキスパートとして、白石市においては、「斎川笑アップ塾」、「小原未来塾」などの研修会、講演などのほか総合計
画の地区計画策定に関わるなど活躍頂いています。 
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10．パブリックコメント結果 

10-1．パブリックコメントの概要 

■意見の募集期間：令和 3年 6月 11（金）～7 月 9 日（金） 

■意見の応募者数・件数：39 名（83 件） 

■意見の提出方法内訳：計 39 名（持参 12 名、電子メール 19 名、郵送 4 名、ＦＡＸ４名） 

10-2．パブリックコメントの要旨 

多くの皆さまから頂きました貴重なご意見を参考に基本計画を策定し、今後の整備に活かしてまいります。 

以下にご意見の要旨を整理致しました。なお、同様の意見については、まとめて掲載しております。 

ご意見のまとめ 市の考え方 

道
の
駅 

・ドッグラン、EV 急速充電機、イベント用スペー
ス設置など、内容の充実とレイアウトを使いやす
いものに変更してください。 
・白石市中心部と連携し、中心部への人の誘導、
誘客につながる仕組みづくり。 
・併設される工業団地と連動した、直営店・直売
所・伝統工芸製造販売所など、白石市の特長を盛
り込んだ魅力ある道の駅にしてください。 

・道の駅の施設レイアウトについては、面積規模算
出のために仮定したものであり、決まったものでは
ありません。 
 
・今後、魅力的な道の駅整備のコンセプト作成や PFI
可能性調査を含め、整備内容の詳細について検討を
進めてまいります。 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

拠
点 

・子育て世代や幅広い世代が利用できる大きな
公園、ジョギングコース、サイクリングコース、
キャンプ場（オートキャンプ、トイレ、炊事場、
バーベキューなど）、プール、テニスコートなど
も整備してください。 
・パークゴルフ場は市外からの集客が見込める
が近隣に多く、また利用者は高齢者で市民の利用
は限定的の上、芝生の維持管理費用が高額のため
再考してください。 

・健康を増進し、幅広い年齢層に楽しんでいただけ
るスポーツ・レクリエ―ション拠点として、パーク
ゴルフ場に限定することなく、提案のあった施設整
備を含め検討してまいります。 
 
※生涯スポーツ拠点のパークゴルフ場をスポーツ・
レクリエーション拠点に変更します。 

工
業
団
地 

・東京-青森の中間にある SIC の効果を最大限活
用し、トラックドライバーの負担軽減と東北全体
の物流の効率化のため、物流拠点を整備してくだ
さい。 
・既存白石 IC 周辺に物流企業がすでに集積して
いるため、新たな物流団地により機能が分散し効
率低下の恐れがある。 

・雇用が多く見込める製造業を核とすることを目標
として整備、企業誘致活動を進めてまいります。 
 
※「工業・物流団地」を「工業団地」に名称変更し
ます。 

・開発地域は、集積農業経営をしている地域のた
め、農地保護も考えてください。 
・大鷹沢工業団地に工場建設がされていない区
画があるなど、企業の経営状況、経済状況を考慮
した開発をしてください。 
・今の白石市の財政状況を考えた計画にしてく
ださい。 
・豪雨災害が多発しているので、防災調整池は、
基準より余裕を持って作ってください。 

・工業団地については、すべてを一度に整備するの
ではなく、市の財政状況や経済状況、企業誘致状況
等を見ながら、段階的に整備を進めます。 
・また、段階的整備に対応するため、防災調整池の
位置等の計画を見直しました。 
 
※大鷹沢工業団地の更地部は、企業に販売済みですが、企業側の事情によ

り工場等の建設に至っていない区画です。 

■その他のご意見 
・人口減少・少子高齢化のなか、将来に希望が持てる計画に賛成します。 
・スパッシュランドの代わりにプールの整備・スパッシュランドの存続。 
・開発によって国道 4 号への負荷、渋滞が多くなる。4 車線(片側 2車線)化と同時に進めるべき。 
・高速道路は使わない。インターチェンジも必要ない。 
・あわせて住宅地の整備も検討してください。 
・利便性の向上のため、JR 東北本線新駅、高速バスのバス停の整備も検討してください。 
・ショッピングセンターや家電量販店などの商業施設が進出できる計画にしてください。 

・道の駅、工業団地、スマートインターチェンジの名称については、もっと工夫した名称にしてください。 


